
（別紙４）

～ 2026/3/10

（対象者数） ９名 （回答者数） ９名

～ 2026/3/10

（対象者数） ３名 （回答者数） ３名

～ 2026/3/10

（対象数） ９名 （回答数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、児童により適した支援が出来るよう関係機関等と

連携していく

2
日頃より、保護者、関係機関と相談連携を図りながら、集団

生活の場面で安心して過ごせるよう支援していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

本人、ご家族、訪問先のニーズを把握し、効果的な実施を検

討していく。また、歩横紋先のご希望やご意向を丁寧に聴取

し、訪問の頻度や回数、課題、振り返りなど、保護者を交え

た会議を出来る限り対応検討していく。

2

3

○事業所名 かば－の森

○保護者評価実施期間 2026/2/1

○保護者評価有効回答数

2026/2/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/3/15

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026/2/1

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　保護者を交えた、三者面談の機会が取れない。  聞き取りが不十分な場合がある。

　個別対応のため、特性、興味、関心を理解し、支

援方法につなげている。
本児の状態、状況を見ながら、直接支援を行ってい

る。

　訪問先との連携が取れている。
児童の様子を確認しながら、支援内容について一緒に検討して

いる。保護者へのすぐに報告ができ、情報共有が出来ている。

事業所における自己評価総括表公表


